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2019.11
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「期間限定！庭先花屋さん」
Ｑ＆Ａ

みなさんの「知りたい」にスタッフが応えます。
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第５回目は「事務局のおしごと」を

テーマに、「もし自分が団体の事務局

になったら？（任意団体含め）」と想

定し、人を雇用した場合に行う手続き

などをストーリー仕立てで学んでいき

ます。すでに団体の事務局を担って

いる方はもちろん、これから担う予定

の方、団体を立ち上げようとしている

方などのご参加をお待ちしています。

日時日時日時日時：２０１９年１１月９日(土)

９時３０分～１２時３０分

場所場所場所場所：なのはなプラザ ４階会議室

参加料参加料参加料参加料：２，０００円（全５回分）

主催主催主催主催：いちのせき市民活動センター

問合問合問合問合・・・・申込申込申込申込：０１９１‐２６‐６４００

※要申し込み

テノール歌手の新垣勉さんは、生後

間もなく不慮の事故で両眼を失明し、

両親の離別や祖母の他界により１４歳

の若さで天涯孤独の身となりました。

現在は逆境を乗り越え、自分を救った

音楽の素晴らしさを伝えるコンサートを

全国で行っています。大人のご来場も

大歓迎です。

講師に高橋宜盟さん（一般社団法人

結ライフコミュニケーション研究所）を招き、

子どもから大人まで病気や障害のあ

る方々がICTを利用して日常生活が

便利になった事例や、コミュニケー

ションとICTについてのお話しをいただ

きます。髙橋さんが開発された指伝

話の体験会も行われます。

日時日時日時日時：２０１９年１１月１０日（日）

１３時３０分～１５時３０分

※指伝話の体験会は後援会終了後、希望者で

行います（～１６時３０分）。

場所場所場所場所：一関学習交流館 多目的ホール

参加料参加料参加料参加料：無料

主催主催主催主催：ぽけっとの会

問合問合問合問合：０９０-２６０８-０２９９（千葉）

毎年恒例となりました、工房てんとう

虫利用者の絵画作品展を開催しま

す。絵画は、利用者それぞれが選ん

だ題材を色鉛筆やパステルなど好み

の画材を使い、感性豊かに表現。多

様なアート作品が見る人の目を楽し

ませます。

期間期間期間期間：２０１９年１１月１６日～２５日

※１１月１９日（火）は休み

場所場所場所場所：ギャラリー彩画堂

（一関市地主町３-３５

コスモスビル１F）

入場料入場料入場料入場料：無料

主催主催主催主催：NPO法人アートで明るぐ生ぎるかわさき

問合問合問合問合：０１９１-４３-４７３３

林業への関心を持ってもらうことを

目的に毎年開催。今年の目玉は「森

の機械に乗ってみよう！」。丸太の早

切り競争や木工体験、大東しいたけ

や猿沢ようかんの販売なども予定。正

午からは芋の子汁のお振舞い、午後

２時からは餅まきを行います。

いつでも・どこでも・だれもが・楽しく

簡単に「自分の体力」を把握し、みん

なとコミュニケーションを図りながら継

続的に結果を確認できる「レク式体

力チェック」を体験できる機会です。

１｜二言三言｜ 吉田真童さん

３｜団体紹介｜ 摺沢寿会

５｜地域紹介｜ 仏坂自治会 （千厩）

７｜企業紹介｜ 株式会社 ＴＫＴ （室根）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域協働体とは？

９｜センターの自由研究｜ 仕事の流儀 「養蚕」

今月の表紙

数えきれない程の繭たち。１個の重さ約２グラムのこの繭たちは１キロ

２０００円～４０００円で出荷されます。この１つの繭ができあがるまでにど

れくらいの時間がかかるかみなさんご存知でしょうか？養蚕農家さんの

並々ならぬ苦労の工程を「自由研究」にてご紹介いたします。

まちづくりコーディネーター

養成講座

講座 中学２年生に贈る

新垣勉 おしゃべりコンサート ９

コン

サート

ＩＣＴは機械ではなく機会です

～ことばだけが

コミュニケーションではない～

講演

てんとう虫・展１１

－工房てんとう虫の仲間たち－

絵画

作品展

第１２回 森林の収穫祭

イベ

ント
「レク式体力チェック」を

学んでみませんか！

講習

日時日時日時日時：２０１９年１１月１３日（水）

１３時開場 １４時開演

場所場所場所場所：一関文化センター 大ホール

入場料入場料入場料入場料：一般３,０００円、６０歳以上２,０００円、

福祉券１,０００円

主催主催主催主催：中学２年生に新垣勉コンサートを贈る会

問合問合問合問合：０９０-５２３１-４３３３（吉田）

もり

日時日時日時日時：２０１９年１１月１７日（日）

１０時～１４時３０分

場所場所場所場所：東磐木材流通センター

(大東町摺沢字百目木(木工団地内)

入場料入場料入場料入場料：無料

主催主催主催主催：一関地方森林組合

問合問合問合問合：０１９１-７５-３１００

（一関地方森林組合 事業本部）

日時日時日時日時：２０１９年１２月７日（土）

１０時～１５時（休憩１時間含む）

場所場所場所場所：サン・アビリティーズ一関

参加料参加料参加料参加料：２００円（保険代）

※普及指導員認定を希望する方は、

認定料1,000円が必要です。

申込締切申込締切申込締切申込締切：２０１９年１２月３日（火）

主催主催主催主催：NPO法人グッジョブクラブ／

一般社団法人新潟県レクリエーション協会

申込申込申込申込・・・・問合問合問合問合：：：：０９０-９７４９-０９２９（萩田）

「「「「後援後援後援後援」」」」「「「「協賛協賛協賛協賛」」」」「「「「協力協力協力協力」」」」のののの使使使使いいいい分分分分けけけけ方方方方をををを教教教教えてえてえてえてくださいくださいくださいください

一般的には以下のように使い分けます。

【後援】公共団体や報道機関による場所の提供や取材

なども含む人的・物的な支援。実務的な役割を担わな

いことが多く、社会的信用を得るための名義貸しの意味

合いが強い。

【協賛】人的・物的な支援を行うスポンサー。金銭的な

サポートを担うことが多い。

【協力】イベント実施のための特定の役割を、ボランティ

アなどで携わった団体や個人。



吉

田

真

童

吉

田

真

童

吉

田

真

童

吉

田

真

童

公

式

公

式

公

式

公

式

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
s
h
i
n
d
o
y
o
s
h
i
d
a
.
c
o
m
/

「日のあたらない」経験を武器に「日のあたらない」経験を武器に「日のあたらない」経験を武器に「日のあたらない」経験を武器に

～～～～地道地道地道地道な努力で成功をつかむな努力で成功をつかむな努力で成功をつかむな努力で成功をつかむ～～～～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

吉田真童(よしだしんどう)さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹
第６５回
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し

た

が

、

そ

こ

か

ら

が

も

っ

と

辛

か

っ

た

。

脚

本

家

は

小

説

家

と

違

い

、

枠

が

決

ま

っ

て

い

る

の

で

間

口

が

狭

い

。

こ

こ

で

は

言

え

な

い

よ

う

な

熾

烈

な

争

い

が

あ

る

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

や

は

り

当

時

の

テ

レ

ビ

局

は

強

か

っ

た

ん

で

す

ね

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

だ

け

ど

昔

は

テ

レ

ビ

局

の

企

画

会

議

の

中

で

使

う

企

画

書

に

も

原

稿

料

が

発

生

し

、

そ

れ

で

脚

本

家

は

生

計

が

成

り

立

っ

て

た

ん

で

す

。

そ

れ

が

、

僕

の

時

代

に

は

そ

う

い

う

仕

組

み

は

な

く

な

っ

て

い

て

、

タ

ダ

働

き

の

我

慢

対

決

の

よ

う

な

状

態

に

。

僕

は

そ

ん

な

我

慢

対

決

が

無

理

だ

な

と

思

っ

て

や

め

ま

し

た

が

、

こ

う

し

て

脚

本

家

を

育

て

る

環

境

が

な

く

な

っ

た

た

め

に

今

の

テ

レ

ビ

は

つ

ま

ら

な

い

ん

だ

と

思

う

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

社

会

の

構

図

が

変

わ

っ

て

き

て

い

ま

す

よ

ね

。

昔

は

ヒ

ト

を

育

て

よ

う

と

か

良

い

モ

ノ

を

作

っ

て

い

こ

う

と

い

う

機

運

が

き

ち

ん

と

あ

っ

た

の

に

、

今

は

コ

ス

ト

削

減

重

視

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

こ

っ

ち

に

言

わ

せ

る

と

、

あ

な

た

方

は

畑

を

焼

き

尽

く

し

、

新

し

い

種

も

ま

か

な

い

で

い

な

が

ら

「

実

り

が

な

い

な

」

な

ん

て

お

か

し

な

話

だ

と

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

豊

か

な

時

代

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

か

ら

、

あ

ち

こ

ち

に

ベ

ー

ス

は

で

き

て

い

て

、

パ

ズ

ル

を

当

て

は

め

る

よ

う

に

物

事

が

で

き

て

い

き

、

ブ

ラ

ッ

シ

ュ

ア

ッ

プ

と

言

い

な

が

ら

ア

ッ

プ

デ

ー

ト

し

て

る

だ

け

。

人

が

育

た

な

い

環

境

で

す

よ

ね

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

今

の

仕

組

み

は

ラ

イ

ン

生

産

の

組

み

立

て

作

業

の

よ

う

な

も

の

で

、

誰

に

頼

ん

で

も

一

緒

に

な

る

よ

う

な

も

の

ば

か

り

で

、

そ

こ

に

魂

は

こ

も

ら

な

い

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

こ

う

い

う

話

は

今

の

若

い

子

た

ち

に

は

大

事

で

、

華

や

か

な

世

界

に

思

わ

れ

て

い

て

も

、

ス

ト

レ

ー

ト

に

上

手

く

い

く

わ

け

じ

ゃ

な

い

ん

だ

と

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

僕

な

ん

か

は

っ

き

り

言

っ

て

失

敗

の

経

験

し

か

な

い

。

よ

く

小

説

を

書

い

て

み

た

い

と

い

う

相

談

を

さ

れ

ま

す

が

、

相

談

す

る

前

に

書

い

て

み

な

、

と

。

僕

は

普

段

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

仕

事

も

し

て

る

の

で

わ

か

り

ま

す

が

、

結

局

は

地

道

に

や

る

し

か

な

い

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

仕

事

は

ど

の

よ

う

な

流

れ

で

？

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

中

学

の

同

級

生

が

新

宿

で

ウ

ェ

ブ

制

作

会

社

を

や

っ

て

い

て

、

僕

は

そ

こ

の

プ

ロ

グ

ラ

マ

ー

な

ん

で

す

。

当

時

は

知

識

ゼ

ロ

だ

っ

た

の

で

、

半

泣

き

状

態

で

必

死

に

覚

え

ま

し

た

。

お

か

げ

で

パ

ソ

コ

ン

で

で

き

る

こ

と

は

ひ

と

と

お

り

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

東

京

の

仕

事

を

遠

隔

操

作

で

行

う

わ

け

で

す

よ

ね

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

は

い

。

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

書

き

換

え

る

、

構

築

す

る

と

い

う

仕

事

な

の

で

、

ネ

ッ

ト

環

境

さ

え

あ

れ

ば

ど

こ

で

も

で

き

ま

す

。

な

の

で

基

本

的

に

僕

は

家

か

ら

出

ま

せ

ん

（

笑

）

逆

に

言

う

と

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

苦

手

な

の

で

そ

う

な

り

た

か

っ

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

吉

田

さ

ん

の

よ

う

な

仕

事

の

仕

方

を

求

め

る

子

は

少

な

く

な

い

で

す

し

、

こ

れ

か

ら

増

え

て

い

く

気

が

し

ま

す

。

今

は

フ

リ

ー

ラ

ン

ス

の

仕

事

を

仲

介

す

る

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

な

ど

も

あ

り

ま

す

し

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

か

っ

こ

い

い

言

い

方

を

す

れ

ば

、

僕

み

た

い

に

モ

ノ

を

書

く

と

か

、

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

と

か

、

ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

な

仕

事

が

一

関

に

い

て

も

で

き

る

と

い

う

こ

と

。

た

だ

フ

リ

ー

ラ

ン

ス

で

や

っ

て

い

く

た

め

の

入

り

口

を

作

る

の

は

簡

単

で

は

な

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

フ

リ

ー

ラ

ン

ス

で

や

る

に

は

商

品

化

で

き

る

く

ら

い

の

技

術

が

な

き

ゃ

ダ

メ

で

。

そ

れ

に

は

吉

田

さ

ん

の

よ

う

な

落

選

経

験

も

大

事

。

ビ

ギ

ナ

ー

ズ

ラ

ッ

ク

で

賞

を

と

っ

た

っ

て

２

番

目

３

番

目

を

生

み

出

せ

な

い

。

最

近

の

若

い

子

た

ち

は

勢

い

で

何

か

を

し

て

し

ま

い

が

ち

で

、

１

発

目

は

上

手

く

い

っ

て

も

、

中

身

が

な

い

か

ら

次

に

続

か

な

い

こ

と

が

多

い

。

実

力

が

伴

う

「

職

人

気

質

」

に

自

分

た

ち

も

こ

だ

わ

り

た

い

と

思

っ

て

ま

す

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

僕

も

夢

の

場

所

と

し

て

目

指

し

た

場

所

が

い

ざ

辿

り

着

い

た

ら

違

っ

て

い

た

わ

け

で

す

が

、

違

っ

て

い

た

ら

そ

の

ス

キ

ル

を

使

っ

て

違

う

こ

と

を

す

れ

ば

良

い

だ

け

だ

し

、

物

書

き

し

て

る

こ

と

が

意

味

が

な

か

っ

た

も

の

だ

と

は

思

わ

な

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

活

字

離

れ

と

言

わ

れ

ま

す

が

、

物

書

き

の

立

場

か

ら

は

ど

う

考

え

て

い

ま

す

か

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

基

本

的

に

ウ

ェ

ブ

だ

っ

て

活

字

で

で

き

て

い

る

し

、

若

い

人

も

ス

マ

ホ

で

活

字

を

読

ん

で

い

る

わ

け

で

。

紙

で

見

る

か

ネ

ッ

ト

で

見

る

か

と

い

う

こ

と

で

あ

っ

て

、

文

字

で

あ

る

こ

と

に

変

わ

り

な

く

、

古

代

か

ら

の

文

字

に

代

わ

る

最

上

の

情

報

伝

達

技

術

は

な

い

と

思

い

ま

す

よ

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

結

局

は

人

の

感

動

の

部

分

で

す

よ

ね

。

ど

ん

な

に

進

化

し

て

も

ア

ナ

ロ

グ

の

部

分

は

変

わ

ら

な

い

と

い

う

か

。

吉

田

吉

田

吉

田

吉

田

そ

う

で

す

ね

。

デ

ジ

タ

ル

も

使

う

の

は

人

な

ん

で

、

最

後

に

試

さ

れ

る

の

は

人

間

力

で

す

。

ひ

た

む

き

に

歩

い

た

跡

が

、

道

に

な

る

ん

だ

と

思

い

ま

す

。

２
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てコンクールに応募を続け、2010年、第３回WOWOW

シナリオ大賞で優秀賞を受賞。同年、第35回創作テ

レビドラマ大賞でも大賞を受賞し、その作品『夜明

けのララバイ』が2012年３月にNHKにて放送される。

2018年９月に小説「天下にきらら 幕末少女伝」

（文芸社）を出版。花泉町駒場在住。

二言

三言



っ

て

き

て

い

ま

す

」

と

現

状

を

語

り

ま

す

。

摺

沢

寿

会

は

、

第

１

寿

会

～

第

９

寿

会

ま

で

行

政

区

毎

に

下

部

組

織

が

分

か

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

活

動

し

て

い

ま

す

が

、

平

成

23

年

か

ら

「

集

落

を

越

え

て

、

高

齢

に

な

っ

て

も

得

意

な

こ

と

を

自

分

た

ち

で

続

け

、

地

域

で

元

気

に

暮

ら

し

て

い

こ

う

」

と

い

う

目

的

の

も

と

、

組

織

内

に

「

摺

沢

悠

遊

ク

ラ

ブ

」

を

設

け

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

前

会

長

で

あ

る

菊

池

重

志

さ

ん

が

中

心

と

な

り

立

ち

上

げ

た

も

の

で

、

写

経

ク

ラ

ブ

・

手

芸

ク

ラ

ブ

・

生

花

ク

ラ

ブ

・

カ

ラ

オ

ケ

ク

ラ

ブ

・

太

極

拳

ク

ラ

ブ

・

踊

り

同

好

会

・

川

柳

三

句

会

・

健

康

ダ

ン

ス

ク

ラ

ブ

と

、

内

容

は

多

岐

に

渡

り

ま

す

。

ま

た

、

平

成

29

年

か

ら

は

３

つ

の

部

会

（

健

康

づ

く

り

部

会

・

友

愛

部

会

・

奉

仕

部

会

）

を

組

織

し

、

会

員

間

の

役

割

分

担

を

明

確

に

し

ま

し

た

。

「

ク

ラ

ブ

活

動

に

お

い

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

自

分

の

好

き

な

こ

と

（

趣

味

の

延

長

線

）

が

で

き

る

と

い

う

こ

と

で

立

ち

上

が

り

は

ス

ム

ー

ズ

で

し

た

が

、

部

会

に

お

い

て

は

、

体

制

を

整

え

る

ま

で

に

３

年

ほ

ど

の

時

間

を

費

や

し

ま

し

た

。

組

織

改

革

と

い

う

ほ

ど

大

げ

さ

な

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

『

た

だ

高

齢

者

が

集

ま

り

、

好

き

な

こ

と

だ

け

を

し

て

い

る

場

』

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

か

ら

、

自

分

た

ち

が

生

ま

れ

育

っ

た

地

域

だ

か

ら

こ

そ

『

少

し

で

も

の

恩

返

し

』

の

た

め

、

地

域

貢

献

で

き

る

体

制

を

整

え

た

い

と

い

う

思

い

が

あ

っ

た

か

ら

で

す

」

と

前

会

長

の

菊

池

さ

ん

は

当

時

を

振

り

返

り

ま

す

。

「

誰

も

が

気

軽

に

立

ち

寄

っ

て

交

流

を

楽

し

め

る

場

に

し

た

い

」

そ

ん

な

思

い

か

ら

始

ま

っ

た

「

こ

と

ぶ

き

カ

フ

ェ

」

は

、

毎

回

40

人

ほ

ど

が

訪

れ

賑

わ

い

を

見

せ

て

い

ま

す

。

美

味

し

い

コ

ー

ヒ

ー

（

な

ん

と

！

コ

ー

ヒ

ー

豆

は

盛

岡

か

ら

仕

入

れ

る

ほ

ど

本

格

的

）

を

片

手

に

、

世

間

話

に

花

を

咲

か

せ

盛

り

上

が

り

ま

す

。

「

地

域

の

高

齢

者

サ

ロ

ン

活

動

の

現

状

で

は

、

男

性

が

な

か

な

か

参

加

し

な

い

（

し

た

が

ら

な

い

）

と

い

う

話

を

聞

き

ま

す

が

、

こ

こ

は

男

性

も

多

く

訪

れ

、

一

緒

に

な

っ

て

賑

や

か

に

話

を

し

て

い

き

ま

す

。

ま

た

、

地

域

の

保

育

園

や

幼

稚

園

な

ど

の

園

児

や

駐

在

さ

ん

、

バ

ス

や

電

車

を

利

用

す

る

摺

沢

地

域

以

外

の

方

に

も

お

立

ち

寄

り

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

地

域

の

人

々

が

ふ

れ

あ

い

、

情

報

交

換

で

き

る

場

と

し

て

少

し

ず

つ

浸

透

し

こ

の

活

動

を

は

じ

め

て

良

か

っ

た

な

と

思

い

ま

す

」

と

、

副

会

長

の

菅

原

さ

ん

。

こ

と

ぶ

き

カ

フ

ェ

は

奉

仕

部

会

を

中

心

と

し

て

お

り

、

「

地

域

の

み

な

さ

ん

が

立

ち

寄

れ

る

場

に

」

と

立

案

し

た

の

が

菅

原

さ

ん

で

し

た

。

「

こ

と

ぶ

き

カ

フ

ェ

で

元

気

な

雰

囲

気

を

感

じ

て

も

ら

い

、

地

域

全

体

が

元

気

に

な

っ

て

い

く

こ

と

が

今

後

の

目

標

で

す

」

と

語

る

お

三

方

。

ぜ

ひ

、

第

２

・

第

４

火

曜

日

は

大

東

町

の

玄

関

口

、

摺

沢

駅

隣

接

の

「

こ

と

ぶ

き

カ

フ

ェ

」

を

訪

れ

て

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

「

80

歳

代

は

青

年

部

！

」

と

元

気

な

声

と

と

も

に

笑

い

が

巻

き

起

こ

る

、

と

あ

る

場

所

。

大

東

町

の

玄

関

口

で

あ

る

摺

沢

駅

に

隣

接

し

て

い

る

売

店

跡

（

施

設

は

一

関

市

が

所

有

）

で

す

。

摺

沢

寿

会

は

、

平

成

29

年

か

ら

月

に

２

回

、

摺

沢

市

民

セ

ン

タ

ー

２

階

の

休

憩

ス

ペ

ー

ス

を

利

用

し

、

老

人

ク

ラ

ブ

活

動

や

市

民

セ

ン

タ

ー

事

業

が

終

わ

っ

た

後

に

立

ち

寄

れ

る

「

お

茶

っ

こ

の

場

」

を

展

開

し

て

き

ま

し

た

が

、

摺

沢

振

興

会

（

平

成

26

年

設

立

）

か

ら

の

支

援

を

受

け

、

平

成

30

年

度

か

ら

は

空

き

店

舗

を

利

用

し

て

「

こ

と

ぶ

き

カ

フ

ェ

※

」

を

運

営

し

て

い

ま

す

。

今

回

お

話

を

伺

っ

た

の

は

、

長

年

（

平

成

23

年

～

平

成

30

年

・

４

期

８

年

）

摺

沢

寿

会

の

会

長

を

務

め

組

織

体

制

の

改

革

を

遂

げ

た

、

前

会

長

の

菊

池

重

志

さ

ん

と

、

今

年

度

か

ら

会

長

と

な

っ

た

菊

池

幹

雄

さ

ん

、

同

じ

く

副

会

長

と

な

っ

た

菅

原

剛

一

さ

ん

に

カ

フ

ェ

を

立

ち

上

げ

た

背

景

や

地

域

と

の

関

わ

り

に

つ

い

て

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

※

居

場

所

づ

く

り

と

し

て

の

サ

ロ

ン

的

な

も

の

で

あ

り

、

喫

茶

店

と

し

て

営

業

し

て

い

る

も

の

で

は

な

い

「

当

会

は

摺

沢

地

区

民

で

60

歳

以

上

（

活

動

の

趣

旨

に

賛

同

し

て

い

れ

ば

50

歳

代

か

ら

で

も

可

）

で

あ

れ

ば

、

ど

な

た

で

も

会

員

と

な

れ

ま

す

が

、

そ

の

年

齢

の

方

々

は

現

役

で

仕

事

を

し

て

い

る

方

も

い

る

の

で

、

新

加

入

は

多

く

あ

り

ま

せ

ん

。

む

し

ろ

、

自

然

的

減

少

が

多

く

な

り

、

平

成

23

年

時

点

で

は

約

３

８

０

名

い

た

会

員

も

現

在

は

約

２

４

０

名

と

な

っ

て

い

ま

す

」

と

語

る

の

は

、

現

会

長

の

菊

池

幹

雄

さ

ん

。

「

今

年

度

か

ら

副

会

長

と

共

に

新

役

員

体

制

と

な

り

ま

し

た

。

こ

れ

ま

で

の

活

動

を

引

き

継

ぎ

な

が

ら

、

時

代

に

見

合

っ

た

新

し

い

形

を

模

索

し

高

齢

者

と

地

域

の

交

流

を

今

後

も

深

め

て

い

け

れ

ば

」

と

続

け

、

副

会

長

の

菅

原

剛

一

さ

ん

は

「

一

人

暮

ら

し

の

高

齢

者

や

老

々

世

帯

も

ま

す

ま

す

増

加

す

る

昨

今

、

出

来

る

だ

け

外

出

し

交

流

で

き

る

機

会

を

設

け

る

な

ど

共

に

支

え

合

う

環

境

づ

く

り

も

大

切

に

な

３４

団体

紹介
摺沢寿会摺沢寿会摺沢寿会摺沢寿会

昭和36年に発足した大東町摺沢地域の老人

クラブ。「高齢者の雰囲気を明るく活動的な

ものに」と、「摺沢寿会」と命名。平成30年

度から展開している事業「ことぶきカフェ」

は地域内外から関心を集めています。

〒029-0523 一関市大東町摺沢街道下25‐3

TEL 0191-75-2229（摺沢市民センター内）

左の写真：第４火曜日担当のカフェスタッフ

と役員（上右端：前会長 菊池重志さん）

元

気

元

気

元

気

元

気

づ

く

り

・

づ

く

り

・

づ

く

り

・

づ

く

り

・

仲

間

仲

間

仲

間

仲

間

づ

く

り

・

づ

く

り

・

づ

く

り

・

づ

く

り

・

賑賑賑賑

わ

い

づ

く

り

わ

い

づ

く

り

わ

い

づ

く

り

わ

い

づ

く

り

「

で

き

る

こ

と

」

が

増

え

て

い

く

楽

し

み

を

- Photo gallery -gallery -

摺

沢

寿

会

運

動

会

摺

沢

寿

会

運

動

会

摺

沢

寿

会

運

動

会

摺

沢

寿

会

運

動

会

今

年

で

第

50

回

目

の

運

動

会

を

迎

え

ま

し

た

。

第

１

～

第

５

寿

会

が

赤

組

、

第

６

～

第

９

寿

会

が

白

組

と

な

り

、

白

熱

し

た

対

戦

と

な

り

ま

し

た

。

運

動

会

運

動

会

運

動

会

運

動

会

もももも

自

分

自

分

自

分

自

分

た

ち

で

た

ち

で

た

ち

で

た

ち

で

摺

沢

寿

会

運

動

会

の

前

日

準

備

の

様

子

。

健

康

づ

く

り

部

会

が

中

心

と

な

り

、

す

べ

て

の

段

取

り

や

準

備

を

会

員

の

み

で

行

い

ま

す

。

手手手手

づ

く

り

の

お

も

て

な

し

づ

く

り

の

お

も

て

な

し

づ

く

り

の

お

も

て

な

し

づ

く

り

の

お

も

て

な

し

協

力

金

を

募

金

箱

に

入

れ

れ

ば

、

飲

み

物

や

ス

タ

ッ

フ

手

作

り

の

お

茶

請

け

（

が

ん

づ

き

・

蒸

か

し

芋

・

お

漬

物

な

ど

）

を

い

た

だ

け

ま

す

。

カ

フ

ェ

に

い

ら

っ

し

ゃ

い

カ

フ

ェ

に

い

ら

っ

し

ゃ

い

カ

フ

ェ

に

い

ら

っ

し

ゃ

い

カ

フ

ェ

に

い

ら

っ

し

ゃ

い

毎

月

第

２

と

第

４

火

曜

日

の

10

時

半

～

13

時

頃

ま

で

開

店

し

て

い

る

「

こ

と

ぶ

き

カ

フ

ェ

」

。

店

先

の

の

ぼ

り

が

開

店

の

目

印

で

す

。

あなたの「元気の秘訣」とは？

会会会会長長長長 副会長副会長副会長副会長

菊池菊池菊池菊池幹雄幹雄幹雄幹雄さんさんさんさん

会長歴：１期１年目

「元気の秘訣と言えば

晩酌」ということです

が「飲み過ぎは注意。

何事も適量に」と添え

ていただきました。

菅原剛一菅原剛一菅原剛一菅原剛一さんさんさんさん

副会長歴：１期１年目

趣味はグラウンドゴル

フのほか「鮎釣り」で、

鮎釣り歴は75年の大ベ

テラン。「鮎を食う

会」も結成しています。

摺沢寿会

元

気

の

源

！

３

つ

の

部

会

と

ク

ラ

ブ

活

動

み

ん

な

み

ん

な

「

寄

っ

て

い

が

い

ん

」

きくちみきお すがわらごういち

しげし



い

る

人

達

で

何

を

や

る

か

が

大

切

。

『

事

業

を

や

め

て

し

ま

お

う

』

と

い

う

声

が

あ

が

る

こ

と

も

あ

る

が

、

最

終

的

に

は

い

つ

も

み

ん

な

で

ま

と

ま

る

。

何

か

を

や

め

る

な

ら

そ

れ

に

代

わ

る

ア

イ

デ

ア

を

出

さ

な

け

れ

ば

」

と

伊

藤

さ

ん

は

語

り

ま

す

。

同

自

治

会

で

は

昨

年

か

ら

、

仏

坂

に

伝

わ

る

「

新

仏

坂

音

頭

」

の

普

及

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

き

っ

か

け

は

「

磐

清

水

梅

の

里

地

区

民

祭

」

で

の

地

区

内

の

文

化

や

歴

史

を

テ

ー

マ

に

し

た

郷

土

劇

「

磐

清

水

物

語

」

。

平

成

29

年

度

は

仏

坂

に

あ

る

愛

宕

山

が

テ

ー

マ

で

し

た

が

、

劇

の

内

容

を

考

え

て

い

く

中

で

「

そ

う

い

え

ば

仏

坂

に

は

音

頭

が

あ

っ

た

」

と

思

い

だ

し

、

劇

の

中

で

仏

坂

の

人

達

が

踊

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

初

代

仏

坂

音

頭

は

既

存

の

曲

の

替

え

歌

で

し

た

が

、

昭

和

63

年

に

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

仏

坂

音

頭

を

作

ろ

う

と

仏

坂

音

頭

制

定

委

員

会

を

設

置

し

、

自

治

会

内

で

歌

詞

を

募

集

。

８

件

の

応

募

が

あ

り

、

当

時

仏

坂

に

お

嫁

さ

ん

に

来

た

小

山

カ

ツ

ヨ

さ

ん

が

考

え

た

、

仏

坂

の

名

所

な

ど

が

散

り

ば

め

ら

れ

た

歌

詞

が

採

用

さ

れ

、

平

成

元

年

に

「

新

仏

坂

音

頭

」

が

完

成

し

ま

し

た

。

自

治

会

婦

人

部

（

現

女

性

部

）

が

誰

で

も

気

軽

に

踊

れ

る

振

り

付

け

を

考

え

、

そ

の

年

の

仏

坂

の

盆

踊

り

大

会

で

披

露

さ

れ

ま

し

た

が

、

そ

れ

以

来

、

披

露

す

る

機

会

が

減

っ

て

い

き

、

い

つ

し

か

存

在

自

体

忘

れ

ら

れ

か

け

て

い

ま

し

た

。

地

区

民

祭

で

の

発

表

を

機

に

改

め

て

地

域

に

伝

え

て

い

こ

う

と

、

長

く

使

え

る

よ

う

に

カ

セ

ッ

ト

テ

ー

プ

か

ら

Ｃ

Ｄ

化

し

、

Ｃ

Ｄ

ジ

ャ

ケ

ッ

ト

に

は

磐

清

水

の

シ

ン

ボ

ル

で

も

あ

る

梅

の

花

の

写

真

を

採

用

し

ま

し

た

。

自

治

会

内

で

注

文

を

取

っ

た

と

こ

ろ

、

ほ

と

ん

ど

の

世

帯

か

ら

注

文

が

あ

り

、

県

立

図

書

館

に

も

寄

贈

。

そ

れ

以

来

、

８

月

に

集

落

セ

ン

タ

ー

で

開

催

す

る

自

治

会

の

夏

祭

り

・

盆

踊

り

大

会

に

て

、

子

ど

も

か

ら

お

年

寄

り

ま

で

み

ん

な

で

輪

に

な

り

踊

っ

て

い

ま

す

。

新

仏

坂

音

頭

の

歌

詞

の

最

後

は

「

秋

の

取

り

入

れ

済

ん

だ

な

ら

可

愛

い

あ

の

娘

が

嫁

に

来

る

住

め

ば

都

と

人

は

云

う

未

来

（

あ

す

）

へ

伸

び

行

く

仏

坂

」

と

い

う

フ

レ

ー

ズ

で

締

め

く

く

ら

れ

ま

す

。

亀

卦

川

さ

ん

は

「

仏

坂

で

は

、

仏

坂

集

落

営

農

組

合

を

結

成

し

、

昨

年

か

ら

田

ん

ぼ

の

区

画

整

備

事

業

が

始

ま

っ

て

い

る

。

集

落

営

農

を

や

っ

て

い

け

る

か

不

安

の

声

も

あ

る

よ

う

だ

が

、

新

仏

坂

音

頭

を

新

し

い

農

業

が

始

ま

る

仏

坂

の

応

援

歌

に

し

て

い

き

た

い

」

と

今

後

の

展

望

を

語

っ

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

５

千

厩

町

磐

清

水

地

区

内

で

大

東

町

と

東

山

町

に

隣

接

す

る

仏

坂

自

治

会

。

地

区

内

に

は

「

磐

清

水

」

の

由

来

で

も

あ

り

、

長

寿

を

保

つ

霊

水

と

い

わ

れ

る

「

仙

翁

水

」

が

湧

き

出

る

、

自

然

が

き

れ

い

な

地

域

で

す

。

そ

ん

な

緑

豊

か

な

仏

坂

を

彩

る

「

ま

ご

こ

ろ

花

壇

」

に

つ

い

て

、

「

自

治

会

で

特

に

力

を

入

れ

て

い

る

活

動

で

す

」

と

話

す

の

は

自

治

会

長

の

伊

藤

仁

志

さ

ん

と

前

自

治

会

長

で

現

在

は

自

治

会

運

営

委

員

、

行

政

区

長

を

務

め

る

亀

卦

川

一

男

さ

ん

で

す

。

花

壇

は

、

福

祉

厚

生

部

が

中

心

と

な

り

、

毎

年

テ

ー

マ

や

レ

イ

ア

ウ

ト

を

考

え

、

各

班

が

協

力

し

な

が

ら

管

理

を

し

て

お

り

、

一

関

市

の

花

い

っ

ぱ

い

コ

ン

ク

ー

ル

で

は

、

千

厩

町

内

の

一

般

花

壇

部

門

で

何

度

も

最

優

秀

賞

を

受

賞

し

て

い

ま

す

。

「

自

治

会

長

は

自

分

の

代

で

賞

を

逃

す

わ

け

に

は

い

か

な

い

と

い

う

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

も

あ

る

ね

」

と

お

二

人

は

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

今

回

は

、

自

治

会

活

動

を

牽

引

す

る

お

二

人

に

、

仏

坂

自

治

会

の

こ

れ

ま

で

の

活

動

や

近

年

始

め

た

新

た

な

取

り

組

み

に

つ

い

て

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

「

仏

坂

は

団

結

力

が

す

ご

い

」

と

話

す

伊

藤

さ

ん

。

大

人

は

も

ち

ろ

ん

、

年

間

を

通

し

て

子

ど

も

た

ち

と

一

緒

に

取

り

組

む

活

動

も

盛

ん

で

す

。

４

月

に

は

仏

坂

内

に

あ

る

多

賀

巣

神

社

の

例

大

祭

に

自

治

会

で

も

協

賛

と

し

て

参

加

し

て

お

り

、

神

輿

を

集

落

セ

ン

タ

ー

か

ら

神

社

に

運

ぶ

際

に

は

、

大

人

の

神

輿

の

ほ

か

に

子

ど

も

も

俵

神

輿

（

神

輿

に

俵

を

乗

せ

た

も

の

）

を

担

ぎ

ま

す

。

近

年

、

少

子

化

で

仏

坂

内

の

子

ど

も

だ

け

で

俵

神

輿

を

担

ぐ

の

は

難

し

く

な

っ

て

い

ま

し

た

が

、

子

供

会

育

成

会

が

自

発

的

に

磐

清

水

地

区

内

の

他

の

育

成

会

に

も

声

を

か

け

、

一

緒

に

神

輿

を

担

い

で

い

る

そ

う

で

す

。

秋

に

は

防

火

訓

練

、

芋

の

子

会

と

合

わ

せ

て

行

う

さ

な

ぶ

り

ス

ポ

ー

ツ

大

会

や

、

年

末

の

し

め

縄

づ

く

り

な

ど

に

も

親

子

で

の

参

加

が

多

い

そ

う

で

す

。

「

少

子

高

齢

化

は

ど

こ

も

同

じ

だ

が

、

６

ホ

ン

に

よ

い

と

こ

ホ

ン

に

よ

い

と

こ

ホ

ン

に

よ

い

と

こ

ホ

ン

に

よ

い

と

こ

仏

坂

仏

坂

仏

坂

仏

坂

（（（（

『『『『

新

仏

坂

音

頭

新

仏

坂

音

頭

新

仏

坂

音

頭

新

仏

坂

音

頭

』』』』

よ

り

よ

り

よ

り

よ

り

））））

緑

と

水

、

花

が

彩

る

仏

坂

- Photo gallery -gallery -

毎

年

毎

年

毎

年

毎

年

開

催

開

催

開

催

開

催

す

る

お

す

る

お

す

る

お

す

る

お

茶

会

茶

会

茶

会

茶

会

亀

卦

川

さ

ん

の

奥

様

が

先

生

を

務

め

る

お

茶

会

は

女

性

部

を

中

心

に

開

催

。

「

元

気

な

女

性

部

も

こ

の

時

は

お

し

と

や

か

に

な

る

」

と

伊

藤

さ

ん

。

盆

踊

盆

踊

盆

踊

盆

踊

りりりり

大

会

大

会

大

会

大

会

復

活

し

た

「

新

仏

坂

音

頭

」

を

み

ん

な

で

踊

っ

て

い

ま

す

。

自

治

会

長

さ

ん

も

輪

に

加

わ

り

、

輪

が

二

列

に

な

る

ほ

ど

賑

わ

っ

た

そ

う

で

す

。

例

大

祭

例

大

祭

例

大

祭

例

大

祭

で

の

で

の

で

の

で

の

俵

神

輿

俵

神

輿

俵

神

輿

俵

神

輿

多

賀

巣

神

社

へ

奉

納

す

る

俵

を

運

ぶ

俵

神

輿

は

子

供

会

育

成

会

で

声

を

掛

け

合

い

、

仏

坂

以

外

の

磐

清

水

地

区

の

子

ど

も

も

協

力

し

て

担

ぎ

ま

す

。

ま

ご

こ

ろ

ま

ご

こ

ろ

ま

ご

こ

ろ

ま

ご

こ

ろ

花

壇

花

壇

花

壇

花

壇

こ

こ

数

年

花

い

っ

ぱ

い

コ

ン

ク

ー

ル

の

賞

の

常

連

に

な

っ

て

い

る

花

壇

づ

く

り

は

、

自

治

会

の

一

体

感

の

醸

成

に

も

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

。

自治会自治会自治会自治会長長長長 自治会自治会自治会自治会運営委員運営委員運営委員運営委員・・・・行政区長行政区長行政区長行政区長

伊藤仁志伊藤仁志伊藤仁志伊藤仁志さんさんさんさん

３期５年目。若者時代

から青年部「仏坂ＷＡ

ＧＥＡＳＩＴＡＺＵ」

を組織するなど自治会

活動を引っ張ってきま

した。

亀卦川一男亀卦川一男亀卦川一男亀卦川一男さんさんさんさん

伊藤さんの前に３期自

治会長を務め、現在も

役員として自治会活動

を支えています。新仏

坂音頭のＣＤ化には孫

の耀平くんも協力。

地域

紹介

仏坂自治仏坂自治仏坂自治仏坂自治会会会会

昭和60年設立。59世帯191人が暮らす農村地域。

総務部、産業部、福祉厚生部、体育文化部、青

少年部、女性部、高齢者部と自主防災組織で組

織されています。

左の写真：毎年秋に防火訓練、芋の子会と合わせて

行うさなぶりスポーツ大会

千厩

仏坂自治会

Ｑ.集落の自慢は何ですか？
声

を

掛

け

合

い

、

今

い

る

人

で

や

れ

る

こ

と

を

地

域

の

応

援

歌

「

新

仏

坂

音

頭

」

いとうひとし きけがわかずお

ほとけざか

せ

ん

の

う

す

い



「

農

業

に

関

し

て

は

ま

だ

ま

だ

技

術

経

験

が

不

足

し

て

い

ま

す

が

、

目

指

す

は

『

ピ

ー

マ

ン

農

地

１

０

０

ａ

』

で

す

」

こ

う

力

強

く

語

る

の

は

、

株

式

会

社

Ｔ

Ｋ

Ｔ

代

表

取

締

役

の

小

野

寺

隆

好

さ

ん

で

す

。

平

成

28

年

か

ら

始

め

た

ピ

ー

マ

ン

生

産

事

業

は

、

自

宅

前

の

農

地

６

ａ

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

、

現

在

は

23

ａ

、

次

年

度

か

ら

は

ピ

ー

マ

ン

で

は

市

内

最

大

と

な

る

70

ａ

と

作

付

面

積

を

着

実

に

拡

大

し

て

い

ま

す

。

同

社

は

千

葉

県

浦

安

市

で

起

業

、

平

成

25

年

か

ら

平

成

28

年

ま

で

は

主

に

金

融

・

不

動

産

の

運

用

を

行

い

、

そ

の

中

で

様

々

な

手

続

き

や

経

理

等

を

学

ん

だ

と

の

こ

と

で

す

が

、

「

い

ず

れ

地

元

に

戻

り

農

業

を

し

た

い

」

と

い

う

強

い

希

望

か

ら

、

も

と

も

と

部

門

の

一

つ

に

農

業

運

営

も

計

画

し

て

い

た

と

言

う

小

野

寺

さ

ん

。

農

業

経

験

が

な

い

中

、

比

較

的

若

者

の

取

り

組

み

が

少

な

か

っ

た

ピ

ー

マ

ン

（

当

時

は

生

産

者

の

平

均

年

齢

が

65

歳

以

上

で

、

若

者

の

生

産

者

は

市

内

で

２

人

程

度

だ

っ

た

）

に

着

目

。

「

ピ

ー

マ

ン

は

他

の

作

物

と

比

べ

て

比

較

的

軽

量

で

あ

る

こ

と

か

ら

『

収

穫

後

の

移

動

が

ス

ム

ー

ズ

』

と

い

う

メ

リ

ッ

ト

と

『

作

業

に

手

数

が

必

要

』

と

い

う

デ

メ

リ

ッ

ト

が

逆

に

、

『

雇

用

を

生

み

出

せ

る

農

業

の

新

し

い

形

』

に

な

る

の

で

は

と

ひ

ら

め

い

た

」

と

当

時

を

振

り

返

り

ま

す

。

現

在

、

母

体

農

地

（

室

根

・

藤

沢

に

２

か

所

）

で

就

労

し

て

い

る

16

名

（

パ

ー

ト

従

業

員

含

め

）

の

他

、

拠

点

生

産

農

家

（

農

地

や

農

薬

等

す

べ

て

の

資

材

投

資

は

同

社

が

、

農

地

提

供

と

収

穫

の

み

を

農

家

が

行

い

、

収

穫

し

た

ピ

ー

マ

ン

は

規

格

外

も

含

め

全

て

買

い

取

り

す

る

と

い

う

仕

組

み

）

４

軒

の

契

約

が

あ

り

、

今

後

は

後

者

を

増

や

し

農

地

拡

大

を

図

っ

て

い

く

方

針

で

す

。

ま

た

、

収

穫

し

た

ピ

ー

マ

ン

は

母

体

農

場

に

設

置

さ

れ

て

い

る

選

果

機

で

選

別

さ

れ

、

規

格

品

は

Ｊ

Ａ

へ

、

規

格

外

品

は

宮

城

県

の

ス

ー

パ

ー

２

社

50

店

舗

に

全

量

買

い

取

り

の

契

約

を

結

ん

で

い

ま

す

。

こ

う

し

た

仕

組

み

の

構

築

は

、

後

継

者

不

足

に

悩

む

農

家

や

、

農

業

に

取

り

組

み

た

い

と

考

え

て

い

る

若

者

な

ど

の

支

援

に

も

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

。

「

高

齢

に

な

り

ハ

ウ

ス

の

修

繕

が

で

き

な

く

な

っ

た

」

「

後

継

者

が

い

な

い

の

で

ハ

ウ

ス

を

解

体

し

た

い

が

費

用

が

か

か

る

」

と

い

う

よ

う

な

農

家

の

課

題

か

ら

生

ま

れ

た

の

が

ビ

ニ

ー

ル

ハ

ウ

ス

事

業

で

す

。

電

気

工

事

の

経

験

（

金

属

管

を

扱

う

技

術

）

を

活

か

し

、

古

く

な

っ

た

ビ

ニ

ー

ル

ハ

ウ

ス

や

遊

休

ビ

ニ

ー

ル

ハ

ウ

ス

な

ど

を

買

い

取

り

、

そ

れ

ら

を

必

要

と

し

て

い

る

農

家

の

農

地

に

施

工

・

修

繕

を

行

い

ま

す

。

「

必

要

と

し

て

い

る

新

規

就

農

者

は

多

い

で

す

。

新

し

く

買

う

と

初

期

投

資

が

か

な

り

か

か

る

の

で

、

コ

ス

ト

が

抑

え

ら

れ

る

と

い

う

点

で

、

市

内

に

限

ら

ず

県

内

、

宮

城

か

ら

も

問

い

合

わ

せ

が

多

く

な

っ

て

い

ま

す

」

と

語

る

小

野

寺

さ

ん

。

「

同

じ

農

業

に

関

わ

る

も

の

と

し

て

、

今

後

も

農

家

さ

ん

の

悩

み

に

応

え

ら

れ

る

よ

う

な

事

業

を

展

開

し

て

い

き

た

い

」

と

続

け

ま

す

。

今

後

の

目

標

は

「

自

社

を

農

業

研

修

受

け

入

れ

法

人

に

す

る

」

こ

と

。

現

在

は

農

業

農

村

指

導

士

※

を

目

指

し

、

日

々

新

し

い

農

業

運

営

の

形

と

向

き

合

っ

て

い

ま

す

。
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企業

紹介

株式会社ＴＫＴ室根

平成25年12月設立。農業部門の拠点を室根町に置き、ピーマン生産事業とビ

ニールハウス事業の二本柱で運営しています。代表取締役の小野寺隆好さんは

現在33歳。高校卒業後、関西の電気工事会社に就職し、主にディズニーランド

の電気工事を担当していましたが、様々な人との出会いから「自分は将来どん

なことをしたいのか？」と模索する中で「新しい農業経営の形」に着目しまし

た。社名には、立ち上げに関わった３人（現役員）の頭文字を用いています。

「農業の経験がなく、知識も技術もゼロからスタートした」という同社です

が、地域の方々に助けられながら目指すべき地域農業のイメージが確立し、若

い力でその規模を着実に広げています。

農業農業農業農業でででで困困困困っていることをサポートできるっていることをサポートできるっていることをサポートできるっていることをサポートできる企業体企業体企業体企業体にににに

思

い

描

い

た

事

業

が

現

実

の

も

の

に

１

２

３

代表取締役の小野寺隆好さん。

DATA

〒029-1202

一関市室根町矢越字柄杓田77-7

TEL 0191-34-6737/ FAX 0191-34-6738

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第８８８８話話話話

地域協働体とは？
今月のテーマ

地

域

農

業

に

必

要

と

さ

れ

る

環

境

を

整

備

※

５

年

間

農

業

に

従

事

し

、

地

域

農

業

の

発

展

と

農

村

地

域

活

性

化

に

意

欲

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

優

れ

た

農

業

者

を

、

岩

手

県

農

業

農

村

指

導

士

と

し

て

岩

手

県

知

事

が

認

定

す

る

も

の

母体農場（室根町矢越）に設置さ

れているハウスも、不要になった

農家から買い取ったもの。農地

1.5aで15棟設置。

収穫した後の選果作業は最も重要

な作業です。

これまでは行政主導型行政主導型行政主導型行政主導型で進めてきた地域づくりですが、これからはこれからはこれからはこれからは地域協働型地域協働型地域協働型地域協働型にににに変変変変わっていくわっていくわっていくわっていく必要があります。

地域協働型と言うとコラボレーションをイメージする方も多いと思いますが、一関市の地域協働型は、コラボ

レーションではありません。一関市一関市一関市一関市のののの協働協働協働協働のののの定義定義定義定義がががが「「「「継続的継続的継続的継続的なななな話話話話しししし合合合合いといといといと合意形成合意形成合意形成合意形成」」」」であることから、地域協働地域協働地域協働地域協働

型型型型＝＝＝＝話話話話しししし合合合合いをいをいをいを基本基本基本基本としたとしたとしたとした取取取取りりりり組組組組みみみみと言えます。

行政主導型は、行政で発想し「施策」として画一的に進めるため、取り組みの優先順位は、地域状況を加味し

たものではありませんでした。さらに、合併市合併市合併市合併市であるであるであるである一関市一関市一関市一関市はははは広域広域広域広域でででで、、、、地域地域地域地域のののの成成成成りりりり立立立立ちやちやちやちや特性特性特性特性、、、、抱抱抱抱えているえているえているえている課題課題課題課題

もももも異異異異なりなりなりなり、、、、公平平等公平平等公平平等公平平等をををを原則原則原則原則とするとするとするとする行政行政行政行政のののの取取取取りりりり組組組組みではカバーしきれなくみではカバーしきれなくみではカバーしきれなくみではカバーしきれなくなってきています。そこで、地域地域地域地域のののの課題課題課題課題

やややや発想発想発想発想をををを基基基基にににに、、、、取取取取りりりり組組組組みみみみ優先順位優先順位優先順位優先順位をををを地域地域地域地域でででで決決決決めめめめ、、、、地域地域地域地域のののの望望望望むことをむことをむことをむことを優先的優先的優先的優先的にににに行行行行うううう地域協働型地域協働型地域協働型地域協働型に転換していこうと

いうのが「「「「協働協働協働協働によるによるによるによるまちづくりまちづくりまちづくりまちづくり」」」」です。

地域協働型の地域づくりを進めるとき、「定義づけ」すれば発展するかと言ったらそうではありません。地域

協働型を進めていくためには、仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを丁寧丁寧丁寧丁寧につくるにつくるにつくるにつくることがことがことがことが必要必要必要必要で、一関市では、「「「「地域地域地域地域協働推進協働推進協働推進協働推進計画計画計画計画」」」」とととといういういういう

行動計画行動計画行動計画行動計画を策定し取り組んでいます。

第一次第一次第一次第一次地域協働推進計画地域協働推進計画地域協働推進計画地域協働推進計画（（（（平成平成平成平成25252525年年年年～～～～平成平成平成平成30303030年年年年））））では、地域全体の調整と、推進役を置き、行政との連携を強

めることの必要性を重視。そして地域地域地域地域協働体協働体協働体協働体をををを設立設立設立設立することですることですることですることで地域地域地域地域運営運営運営運営のののの見直見直見直見直しをしをしをしを図図図図るるるることを目的としました。

行政主導型から地域協働型へ

集落機能を補完する新たな自治組織の確立～地域協働体～

これまで
【行政主導型行政主導型行政主導型行政主導型】

これから
【地域協働型地域協働型地域協働型地域協働型】

画一的に進める 進め方 地域主導で進める

行政 発想 地域

行政区 推進単位 地域協働体

施策 方針 地域づくり計画

結果として地域地域地域地域のののの特色特色特色特色をををを活活活活かすことがかすことがかすことがかすことが可能可能可能可能にににになるの

ですが、少子高齢化や人口減少により、市政、地域づ

くりの両面で資源資源資源資源のののの有効活用有効活用有効活用有効活用も考えなければいけない

時代。ヒトヒトヒトヒト、、、、モノモノモノモノ、、、、カネカネカネカネ、、、、ジカンジカンジカンジカン全全全全てがてがてがてが限限限限りあるりあるりあるりある資源資源資源資源

でででで、、、、一切一切一切一切のののの無駄遣無駄遣無駄遣無駄遣いはいはいはいは許許許許されないされないされないされない時代時代時代時代になります。コ

ラボレーションで事業するのではなく、行政行政行政行政、、、、地域地域地域地域をををを

はじめはじめはじめはじめ関係関係関係関係するするするする団体団体団体団体やややや人人人人がががが集集集集まりまりまりまり、、、、課題課題課題課題やややや状況状況状況状況をををを共有共有共有共有

しししし、、、、話話話話しししし合合合合いいいい、、、、課題解決課題解決課題解決課題解決のためにのためにのためにのために考考考考ええええ、、、、納得納得納得納得しながらしながらしながらしながら

取取取取りりりり組組組組むことがむことがむことがむことが「「「「地域協働型地域協働型地域協働型地域協働型」」」」です。

地域協働体の設立は、これまであったこれまであったこれまであったこれまであった基礎集落基礎集落基礎集落基礎集落をををを廃止廃止廃止廃止すすすす

るということではありませんるということではありませんるということではありませんるということではありません。むしろ、基礎集落機能基礎集落機能基礎集落機能基礎集落機能をををを重重重重

視視視視するためにするためにするためにするために、、、、補完補完補完補完のののの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを構築構築構築構築するものです。

補完性の原則

個人＜家庭＜隣近所＜自治会＜地域協働体＜市

自治会

婦人会 自主防災

子ども会

芸文協

地区体協NPO

PTA

消防団
民生委員

老人クラブ

市民市民市民市民センターセンターセンターセンター

単位単位単位単位

地域の円卓会議 ＝ 地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体

地域地域地域地域協働体協働体協働体協働体はははは、、、、集落機能集落機能集落機能集落機能をををを補完補完補完補完するするするする役割役割役割役割を持ち、基本基本基本基本はははは円卓会議円卓会議円卓会議円卓会議をををを行行行行うううう話話話話しししし合合合合いのいのいのいの場場場場です。集落機能の補完と

は、基礎集落ごとに人口の増減や年齢構成のばらつきが目立ち始め、多様な活動を行うための担い手の確保が困

難になってきているため、市民市民市民市民センターセンターセンターセンター単位単位単位単位レベルのレベルのレベルのレベルの広域的広域的広域的広域的なななな取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて行行行行ううううことを指します。地地地地

区民運動会区民運動会区民運動会区民運動会でででで選手選手選手選手がががが足足足足りないからりないからりないからりないから隣近所隣近所隣近所隣近所のののの自治会自治会自治会自治会でででで選手選手選手選手のののの補完補完補完補完をしているをしているをしているをしていることを例に挙げればイメージしやすい

かと思いますが、そのようなそのようなそのようなそのような取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを日常的日常的日常的日常的なななな地域地域地域地域づくりにづくりにづくりにづくりに取取取取りりりり入入入入れてれてれてれて支支支支ええええ合合合合いのいのいのいの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを再構築再構築再構築再構築するするするすると言え

ば伝わるでしょうか？

慣習的行事が多い自治会に対して、地域協働体は、地縁地縁地縁地縁

でつながるでつながるでつながるでつながる様々様々様々様々なななな人人人人、、、、組織組織組織組織、、、、団体団体団体団体がががが連携連携連携連携し、子どもから高

齢者まで性別に関わらず、単位自治会単位自治会単位自治会単位自治会だけではだけではだけではだけでは解決解決解決解決がががが困難困難困難困難

なことをなことをなことをなことを、、、、地域地域地域地域のののの総合力総合力総合力総合力でででで解決解決解決解決するするするすることが目的であり、自

治会とは性格が異なります。

そのために、地域地域地域地域やややや各種団体各種団体各種団体各種団体のののの課題課題課題課題、、、、想想想想いをいをいをいを持持持持ちちちち寄寄寄寄りりりり議議議議

論論論論するするするする円卓会議円卓会議円卓会議円卓会議のののの場場場場が重要なのです。

地域企業の理念にせまります。
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センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
39393939

日本には昔から、脈々と受け継がれてきた技術や風習、伝統があります。一関市

内にも絶えることなく受け継がれてきたもの（お仕事）があるのでは？ということ

で、昔から伝わる““““今今今今ではではではでは希少希少希少希少なおなおなおなお仕事仕事仕事仕事””””を大調査します（「仕事の流儀」シリーズ）。

今回は知っているようで知らない『『『『養蚕養蚕養蚕養蚕』』』』の世界。一関市弥栄一関市弥栄一関市弥栄一関市弥栄でででで養蚕農家養蚕農家養蚕農家養蚕農家をををを営営営営むむむむ、、、、

金田清金田清金田清金田清さんにさんにさんにさんに約約約約３３３３ヵヵヵヵ月月月月のののの密着取材密着取材密着取材密着取材をしてきました（２回シリーズ予定）。

※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

調

査

に

ご

協

力

い

た

だ

い

た

金

田

清

さ

ん

は

江

戸

中

期

江

戸

中

期

江

戸

中

期

江

戸

中

期

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

代

々

続

代

々

続

代

々

続

代

々

続

くくくく

養

蚕

養

蚕

養

蚕

養

蚕

農

家

農

家

農

家

農

家

で

す

。

近

年

、

養

蚕

に

触

れ

る

機

会

が

少

な

く

な

り

ま

し

た

が

、

金

田

さ

ん

は

少

し

で

も

多

く

の

子

ど

も

達

が

日

本

の

伝

統

産

業

で

あ

る

養

蚕

に

興

味

を

持

っ

て

も

ら

え

れ

ば

と

、

毎

年

、

地

元

の

弥

栄

小

学

校

３

年

生

の

総

合

的

な

学

習

の

一

環

で

蚕

の

生

態

や

養

蚕

業

の

歴

史

に

つ

い

て

教

え

て

い

ま

す

。

さ

て

、

金

田

家

が

江

戸

中

期

か

ら

養

蚕

業

を

し

て

い

る

よ

う

に

「

養

蚕

」

の

歴

史

は

古

く

、

紀

元

前

15

世

紀

頃

に

中

国

で

始

ま

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

当

時

の

絹

織

物

は

美

し

く

貴

重

な

品

だ

っ

た

た

め

、

商

人

は

危

険

な

目

に

遭

い

な

が

ら

も

絹

織

物

を

求

め

、

そ

の

際

に

通

っ

た

の

が

「

シ

ル

ク

ロ

ー

ド

（

絹

の

道

）

」

で

す

。

そ

の

後

、

日

本

や

ヨ

ー

ロ

ッ
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に

伝

わ

っ

た

と

さ

れ

、

江

戸

時

代

に

入

る

と

日

本

各

地

で

養

蚕

が

盛

ん

に

な

り

ま

す

。

明

治

時

代

に

な

る

と

、

フ

ラ

ン

ス

人

を

日

本

に

招

き

入

れ

、

そ

の

指

導

の

下

で

繰

糸

機

や

蒸

気

機

な

ど

を

輸

入

し

、

群

馬

県

の

富

岡

に

日

本

発

の

器

械

製

糸

場

を
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設

。

こ

れ

が

平

成

26

年

に

世

界

遺

産

登

録

を

さ

れ

た

富

岡

製

糸

場

で

す

。

富

岡

製

糸

場

は

日

本

各

地

か

ら

工

女

を

受

け

入

れ

、

最

新

の

製

糸

技

術

を

全

国

に

伝

え

る

役

割

も

果

た

し

て

い

ま

し

た

。

昭

和

に

入

り

、

安

価

な

化

学

繊

維

で

あ

る

ナ

イ

ロ

ン

の

普

及

、

輸

入

絹

織

物

の

増

加

な

ど

が

重

な

り

、

全

国

の

養

蚕

農

家

の

数

は

激

減

。

最

盛

期

最

盛

期

最

盛

期

最

盛

期

のののの

昭

和

昭

和

昭

和

昭

和

４４４４

年年年年

にににに

はははは

２

２

１

２

２

１

２

２

１

２

２

１

万

戸

万

戸

万

戸

万

戸

あ

っ

た

養

蚕

農

家

も

、

平

成

平

成

平

成

平

成

30303030

年年年年

にににに

はははは

２

９

３

２

９

３

２

９

３

２

９

３

戸戸戸戸

に

ま

で

減

っ

て

い

ま

す

。

こ

う

し

て

日

本

に

お

け

る

養

蚕

業

は

急

激

に

衰

退

し

て

い

き

ま

し

た

。

そ

れ

で

は

当

市

に

お

け

る

養

蚕

の

歴

史

に

つ

い

て

も

見

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

一

関

市

は

、

北

上

川

下

流

農

業

地

域

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

昭

和

初

期

か

ら

養

蚕

が

盛

ん

な

地

域

で

、

千

厩

町

と

竹

山

（

現

在

の

市

役

所

）

に

製

糸

工

場

を

造

り

ま

し

た

。

ま

た

、

花

泉

町

老

松

に

は

常

に

冷

た

い

風

が

吹

く

「

小

沼

風

小

沼

風

小

沼

風

小

沼

風

穴穴穴穴

」

と

い

う

場

所

が

あ

り

、

そ

こ

に

蚕

の

種

（

卵

）

を

貯

蔵

す

る

保

冷

庫

を

設

置

。

風

穴

風

穴

風

穴

風

穴

のののの

温

度

温

度

温

度

温

度

はははは

常常常常

にににに

７７７７

度度度度

の

た

め

、

卵

が

孵

化

せ

ず

に

休

眠

状

態

と

な

り

、

昔

は

年

１

回

し

か

行

う

こ

と

が

出

来

な

か

っ

た

養

蚕

を

、

孵

化

の

時

期

を

ず

ら

す

こ

と

で

回

数

を

増

や

し

、

繭

を

大

量

に

作

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

「

風

穴

」

は

全

国

各

地

に

あ

っ

た

よ

う

で

す

が

、

現

在

確

認

で

き

て

い

る

も

の

は

少

な

く

、

と

て

も

貴

重

な

も

の

が

花

泉

に

は

残

っ

て

い

る

と

言

え

ま

す

。

ま

た

、

当

市

で

も

各

地

で

行

わ

れ

て

い

る

小

正

月

行

事

「

繭

玉

な

ら

し

」

も

、

餅

の

団

子

を

繭

玉

に

な

ぞ

っ

て

ミ

ズ

キ

の

枝

に

飾

り

、

蚕

の

成

長

と

農

作

物

の

豊

作

を

祈

っ

た

と

い

わ

れ

て

い

る

な

ど

、

養

蚕

に

纏

わ

る

旧

跡

や

伝

統

が

今

も

尚

、

受

け

継

が

れ

て

い

ま

す

。

全

国

で

も

２

９

３

戸

ま

で

減

っ

た

養

蚕

農

家

で

す

が

、

い

わ

て

平

泉

農

業

協

同

組

合

管

内

（

以

下

「

Ｊ

Ａ

い

わ

て

平

泉

」

）

の

一

関

一

関

一

関

一

関

・・・・

平

泉

平

泉

平

泉

平

泉

地

方

地

方

地

方

地

方

で

は

で

は

で

は

で

は

、、、、

８８８８

戸戸戸戸

のののの

養

蚕

農

家

養

蚕

農

家

養

蚕

農

家

養

蚕

農

家

が

養

蚕

業

を

続

け

て

い

ま

す

（

平

成

31

年

度

時

点

）

。

最

盛

期

に

比

べ

る

と

は

る

か

に

少

な

く

、

後

継

者

不

足

や

養

蚕

農

家

の

高

齢

化

な

ど

の

問

題

が

深

刻

化

し

て

は

い

ま

す

が

、

日

本

の

養

蚕

業

の

約

３

％

を

一

関

・

平

泉

地

方

が

担

っ

て

い

ま

す

！

■

「

養

蚕

」

の

歴

史

■

一

関

市

に

お

け

る

「

養

蚕

」

花泉町老松にあ

る「小沼風穴」。

現在保冷庫はあ

りませんが、冷

風は通っている

のでとても涼し

いです。

①①①①蚕種蚕種蚕種蚕種 ②②②②掃き立て掃き立て掃き立て掃き立て

蚕種は福島県の蚕種業者から一関

市花泉町のＪＡいわて平泉涌津稚

蚕共同飼育所へ運ばれてきます。

③③③③１齢、２齢・・・１齢、２齢・・・１齢、２齢・・・１齢、２齢・・・

「掃き立て」は孵化したばかりの

蚕に餌を初めて与える作業です。

蚕は体が小さく弱いため、無菌状

態に保たれた部屋で飼育します。

飼育所で育てられた蚕は３齢後 ※

各養蚕農家（青森県南～宮城県北）

へ運ばれていきます。

※発育段階のこと。１齢は孵化後、２齢は

１回目の脱皮、３齢が２回目の脱皮後。

④④④④成長する蚕成長する蚕成長する蚕成長する蚕とととと

養蚕養蚕養蚕養蚕農家の苦労農家の苦労農家の苦労農家の苦労

養蚕農家に到着した蚕は、ここから

繭を作り始める直前まで、食欲が旺

盛に。また、上質な繭を作るために

は、蚕を健康に育てる必要があり、

蚕室の温度・湿度・通気性等の管理

には特に注意しています。そのため、

養蚕農家は朝早くから夜遅くまでの

作業が毎日続きます。

⑤⑤⑤⑤５齢・上蔟５齢・上蔟５齢・上蔟５齢・上蔟

繭を作る直前の５齢となった

蚕を「回転蔟」へ移動（蚕の上

へ上へと登っていく習性を利

用）させます。この作業を

「上蔟」といいます。

⑥⑥⑥⑥営繭営繭営繭営繭

蚕が繭を作りました(＝営繭)。しかし、中に

はまだ動き回る蚕がいる場合も…。その時は、

排泄物で繭が汚れないよう蚕を摘み取ります。

⑦⑦⑦⑦繭の選別・出荷繭の選別・出荷繭の選別・出荷繭の選別・出荷

養蚕の裏側を大調査！

一関・平泉地方の養蚕農家がそれぞれ育てた繭を持ち寄り、繭集出荷

施設で繭の選別をします。長年の培った感覚で汚れや傷の有無、変形

していないかなどを確かめ、念入りに取り除いていきます。その後、

繭は山形県酒田市の工場で糸にされ、京都府で反物となり京友禅の美

しい着物となります。

養蚕農家さんとＪＡいわて平泉さんにご協力いただき、貴重な養蚕業の現場を見学してきました。養蚕は春から秋まで

に５回行いますが、蚕が孵化し、繭になるまでは約１カ月を要します。その間、養蚕農家さんは朝から晩まで蚕に餌を

与え、温度・湿度等の管理をします。蚕はとてもデリケートな生き物！苦労も多い養蚕業の裏側を調査してきました！

＜取材協力＞ 養蚕農家 金田清さん ／ ＪＡいわて平泉 営農部園芸課 監理役 村上悟さん

＜参考文献＞ 農研機構 (２０１８)『カイコってすごい虫！』 ＪＡいわて平泉 (２０１８) 広報こしぇる『美しい伝統産業を支え続けて！』

◀特殊なシートに包

まれて運ばれてきた

蚕種。黒く見えるの

は、孵化したばかり

の蚕(蟻蚕)。

◀体長３～４㎜

程の蚕に人口飼

料を与える様子

◀３齢の蚕。

大きさは

１㎝程。

◀蚕の主食となる桑の葉。毎日、金田さん

が自宅の桑畑から調達。餌は成長とともに

増やしていく。

▶

蚕

用

の

温

度

計▼ お気に入りの部屋を探す蚕たち

▲ 蚕が繭を作る部屋となる

回転蔟(上が重たくなると重

さで回転することが由来)。

回転することでほぼ均等に

蚕が部屋に入る。

▲ 営繭の様子。繭の周りについている糸は繭を作る時

に足場として蚕が最初に吐いた糸。

▲ 汚れ、変形、大きさに問題

があり、規格外となった繭

次号は… 当センタースタッフが繭を使ってあることに挑戦！？

養蚕農家の方々のご紹介などをお届けします(^^)/

さんしゅ

じょうぞく

えいけん


